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２０２４年 １月 国際放送番組審議会 
 

２０２４年１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第７０９回）は１６日（火）ＮＨＫ放送

センター（ウェブ会議）で９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。引き続き、ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ ＰＲＩＭＥ「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」、

ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ「Ａｎａｌｙｓｉｓ： Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ’ ｓｔｒａｔｅｇｙ ｉｎ ｔｈｅ Ｓｏｕｔｈ Ｃｈｉｎａ Ｓｅａ」に

ついて説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴

者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   永井  均 （歴史学者、広島市立大学広島平和研究所 教授) 

副委員長 阪田 恭代   （神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授） 

委 員 遠藤  乾 （国際政治学者、東京大学大学院法学政治学研究科 教授） 

委 員 髙祖 歩美 （情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所 ＮＢＲＰ広報室長） 

委 員 坂野  晶 （一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン 代表理事） 

委  員 渋澤  健 （シブサワ・アンド・カンパニー株式会社 代表取締役 

  コモンズ投信株式会社 取締役会長） 

委 員 杉山 晋輔 （早稲田大学 特命教授、前駐米大使） 

委   員 仲本 千津 （社会起業家、㈱ＲＩＣＣＩ ＥＶＥＲＹＤＡＹ 代表取締役ＣＯＯ） 

委  員   村上由美子 （ＭＰｏｗｅｒ Ｐａｒｔｎｅｒｓ ゼネラル･パートナー） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  能登半島地震の対応について一言述べたい。今回、報道の在り方として、東日本大

震災から得た教訓が全体的に生きていたと感じた。特に地震直後から、正確な情報が

まだ分からない段階で、各局、緊迫感のあるトーンで「すぐ逃げてください」と呼び

かけていた。来るかどうか分からないが、津波が来るかもしれないので、とにかく逃

げてくださいということを連呼していて、英語でも「津波が来るから逃げなさい」と

いうような、少し恐ろしくなるくらいのトーンでアナウンサーの人たちが連呼してい

た。ＮＨＫばかりでなく民放も含めて、東北での教訓を生かした形の報道がよかった

と伝えたい。 
 

○  地震に関して、私もアプリでＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮからの速報を受け取ってい

た。タイムリーで有益な情報が流れてきたので、非常によかった。ぜひ引き続きお願

いしたい。 
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○  今回のＷｏｒｌｄ Ｎｅｗｓ部の報告では、ガザ情勢の報道についてあまり出てこなかった

印象があった。日本政府はガザ地区やパレスチナに対する援助を税金で行っていて、

何か再建するたびに壊されている。ウクライナについては、国際放送局にはウクライ

ナ人職員もいて頻繁かつ精力的に取り上げられており、よいと思っている。ガザ地区

やパレスチナについても、すでに 12 月に取り上げた、もしくは今準備中かもしれな

いが、もう少し主体的に日本として、ＮＨＫとして何かできることがあるのではない

かという気がしている。 
 
 

（ＮＨＫ側） 今回の能登半島地震は専門家の間で千年に一度とも言われる大きな災害

だ。半島の先で起きたという地理的条件からインフラ、道路や上下水道等

が壊滅的な被害を受け、そこに雪も加わった。被災地は非常に過酷で厳し

い状況にあり、復旧作業にも時間がかかるだろう。テレビの電波が届かな

い、電話回線が不通など、いろいろな障害があり、ＮＨＫとしてはテレビ、

ラジオ、それからインターネット、国際放送、あらゆるメディアを使って

情報を届けようと取り組んでいる。国際放送局の担当者も含めて100人を

超えるＮＨＫスタッフが現地入りをしているが、取材者にとってもかなり

厳しい環境で、１週間ほどで交代しながら災害報道を続けているところだ。 
  「過去の災害の経験が生かされているのではないか」とのご意見はあり

がたい。特に今回、地震発生時に津波からの避難を呼びかける強い調子の

アナウンスについては、好評意見を含めいろいろな反響があった。東日本

大震災が起きた時に、アナウンサーたちが当時のやり方でいろいろな呼び

掛けを行ったが、避難をせずに亡くなった人も多かった。アナウンサーた

ちは、「何かできなかったのか」と無力感に苛まれ、「どのようにしたら救

えるのだろう」と強く思い、災害の専門家あるいは災害担当の記者などと

議論を重ねながら、あのようなスタイルをつくってきた。今回の災害報道

もうまくいったこともあれば、課題もある。残念ながら災害は繰り返され

る。起きるたびに課題を抽出し、進化していかなければならない。委員の

皆さんからいただいた意見をさらに生かしていきたい。 
  アプリについてのコメントにも感謝する。災害対応の全体状況を伝える

というのは、マスメディアにとっては得意な部分だが「私の地域、私の家

はどうなるのか」「私はどうしたらいいのか」といった身近な情報を届け

ることは、必ずしも得意ではない。その点をこれから補っていくのが、デ

ジタル、インターネットの世界だと思っている。個人にとって必要な情報

をできる限り流し、人の命を救うために、公共メディアとして新しい役割

を担っていきたい。今回も、例えば被災地域外の視聴者から「私の家族が

孤立している」という情報があり、孤立情報をマップの形でインターネッ

ト上に掲載した。その結果、自治体が把握していない所に孤立地域がある

ことが分かり、自衛隊が救援に向かうことができた。家族からは泣きなが

ら「ＮＨＫが見捨てないでくれたおかげだ」ということばもいただいた。

不特定多数に向けて伝えるべき情報と地域などに伝える身近な情報の部

分を、これからはうまく使い分けながら災害報道していくというフェーズ
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になっている。そういった意味で、アプリもこれからも進化させていきた

い。ご意見があればまた聞かせてほしい。 
 

（ＮＨＫ側） ガザ地区やパレスチナについて日本がどのように関わっていくのかとい

うのは、大事な視点だと思っている。今年になって能登半島地震や羽田空

港での事故などが発生し状況が一変したが、イスラエル・パレスチナの情

勢も大きなニューストピックの１つだ。１０月７日の発生から２か月、３

か月と経っていく中で、引き続きご指摘の点も含めて、現地の支局とも連

絡を取りながら日本らしい、ＮＨＫらしい報道ができるように努めていき

たいと思っている。 
 
 
＜ＮＨＫ ＷＯＲＬＤ ＰＲＩＭＥ「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」 （１２月２３日（土）１０:１０ ほか） 
ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ 「Ａｎａｌｙｓｉｓ： Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ’ ｓｔｒａｔｅｇｙ ｉｎ ｔｈｅ Ｓｏｕｔｈ Ｃｈｉｎａ Ｓｅａ」 

                  （１２月２３日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、私の知らない世界で、「なるほど、このような努力を

しているのか」と大変興味深く見た。ただ、ＮＨＫの国際放送の枠はそれほど多くな

く、取り上げたい話題もたくさんある中で、この番組を取り上げているねらいはどこ

にあるのだろうかと疑問を感じた。海外向けの放送は、政府と同じでなくてよいが、

やはり日本として海外に発信したい、理解を深めたい、といった観点で、伝える内容

であってほしい。イギリスの制度を真似たということも資料に書いてあったが、それ

が国際放送する理由なのか少々ピンとこない感じがあったので、制作した人はどのよ

うに考えたかを聞きたい。 
    「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」の１０分ほどの特集はよくできていた。ＡＳＥＡＮ  

（=東南アジア諸国連合）の中でも特にフィリピンに焦点を当てるのは、今のこの状

況では適切だと思う。国連の海洋裁判の仲裁裁判で判決が出ているにも関わらず全く

言うことを聞かない国を相手に、日本も対応しなければいけないところなので、的を

射た分析だったと思う。しかし率直なところ、１０分で取り上げるのはなかなか難し

い。コンパクトによくできている特集だったが、別途もう少し掘り下げて伝えたほう

がよいのではないかと感じた。 
 

○  ２番組とも興味深く見た。とりわけ「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」はストーリーの流れは静

かだが、内面が繊細に揺れ動き、心にしみ入るような番組だった。気になったのは、

この番組で紹介された更生プログラムのモデルはイギリスだと言っていたが、イギリ

スのプログラムだと父親が映像に出ていたが日本だと女性の受刑者だけだったことだ。

どれぐらい母性のようなものを前提にしたプログラムなのか。家族という意味では、

男も女も、老若男女も、子どもがいる人もいない人もいろいろなケースがあると思う

が、このプログラムの前提が気になった。 
 「Ａｎａｌｙｓｉｓ： Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ’ ｓｔｒａｔｅｇｙ ｉｎ ｔｈｅ Ｓｏｕｔｈ Ｃｈｉｎａ Ｓｅａ」はよくできている

と思った。大統領だけではなく、中国側のスタンスの変化と日本の役割というものも
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最近の変化として盛り込まれていて、あれだけの短時間によくまとめたと思うが、も

う少し別の要素も取り上げてほしいとも感じた。例えば、日本の巡視船の話が出てい

たが、巡視船の供与などだけではない、もう少しプラスアルファの新しい日本側の動

きとの連動など、１つの番組でできることには限度があると思うが、そのような掘り

下げなどもおもしろいのではないかと思った。 
 

○ 「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、心にしみる内容となっていた。「事実は小説より奇なり」

と思いながら、このドキュメンタリーを見た。例えば受刑者の一人が途中でがんを発

症したり、刑期を終えて出所した人が、連絡がつかなくなってしまい「もしかしたら

また悪い道に」というような展開があったり、これらは台本があるものではない。や

はり１年間かけて取材をしたことが、受刑者の人たちとの人間関係、信頼関係の構築

につながり、あそこまで深いところを追うことができたのではないか。質の高いドキ

ュメンタリーだった。これこそが、おそらくＮＨＫのような制作者でないとできない、

評価に値するものと思っている。一方で、これはもちろん海外の人に見てもらうとい

うことで作っているわけだが、その意味合いがどこにあるのか、これこそ日本の人た

ちにも見てほしいと思いながら見た。 
 フィリピンについての特集もよくできた内容であった。しかし、このニュースを見

る人たちがどんな人なのだろうと考えたとき、おそらく日本語は分からず、英語のニ

ュースに頼っている人たちであろうと想像する。いくらでもほかに英語の情報ソース

がある中で、ＮＨＫのこのニュースを見て何かしらの貴重な情報が得られると考える

なら、それは何かということはもう少し深く考えたほうがよいと思っている。番組の

中でも少し触れていたが、おそらく、日本の立ち位置や日本の報道であるがゆえの付

加価値を考えて内容をもう少し掘り下げて、番組の中に生かしていくのが重要なので

はないかと思った。 
 

○  「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」について、知らない世界を覗かせてもらった感覚があり、

多くの発見があった。このような若い女性が薬物に手を出して刑務所に入ってしまう

ことを全く知らず、新たな気付きになった。しかし、そういった知らない世界であり

ながら、とくにブルブル君の絵本をめぐって、子どもに対する愛情やずっと心に潜め

ていた思いが絵本を通じて出てきたというストーリーがあり、美しいと感じた。また、

出所後まで追った制作や編集の姿勢がよい。実世界に出るといろいろあるということ

も描いていて、現実味を感じた。なぜこの番組が外国向けかという意見があったが、

外国から見て日本というのは安全で豊かというイメージが一般的な中で、登場する女

性たちの背景にやはり社会的格差や貧富の格差といった実態があり、「実は日本でもそ

のような課題を抱えている」ということを見せていた。国際放送として意義がある大

事なことかもしれないと思った。 
 ２つ目のフィリピンと中国を取り上げた特集企画は、放送時間も限られるため、日

本から見た、あるいはフィリピンから見たという視点でいいのかもしれないが、「なぜ

中国はそのようなことを考えて実行しようとしているのか」というところはよく分か

らなかった。もちろん、相手は民主主義の国ではないので、「民主主義」対「民主主義

ではない国」という線引きで触れなくてもいいのかもしれないが、両方の視点を提示

して「あなたはどう思うか」という報道の仕方もあると考えたときに、中国側の視点
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が見えなかったと感じた。また、ナレーションが少々硬かった。台本を読んでいるよ

うな感じがあり、もう少し臨場感があれば、グッと内容には入り込めたのではないか。 
 

○  「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、絵本を使った更生プログラムを通して受刑者自身が自

分自身の過去も振り返り、内面が変化していく様子が手に取るように分かった。また

子どもを思う気持ちが丁寧に描かれていて、本当に心を揺さぶられる内容だった。特

に印象に残ったのは、ゆりさんという登場人物が、刑務所内で話をしている時、子ど

もを思って読み聞かせをしている時、そして出所後と、場面ごとに声が変わっていく

ことだ。同じ人なのかなと思うぐらい声の質が変わり、更生プログラムの効果がある

と感じた。また、それだけだときっと美談で終わってしまうところを、出所してから

どれだけ現実が厳しいのかということも描いたところに、単に「この更生プログラム

がよい」ということだけではなくて、この問題の複雑さや大きさを考えさせてくれる

内容だった。 
 気になった点としては、これは日本国内で先に放送されていて、そのタイトルは「塀

の中で手にした鏡」だったが、英語タイトルは鏡（Ｍｉｒｒｏｒ）だけになっていた。漠然

とし過ぎて分からないのではないかという懸念を持った。また、絵本の読み聞かせに

興味を持ち、英国の取り組みについて調べてみたところ、英国では全国で実施され、

規模も大きく、女性受刑者に限られないプログラムのようだった。一方、この日本の

取り組みは、１つの刑務所で女性受刑者を対象にしている。子どもは女性が育てる、

育児は女性中心となっているという、日本社会が反映されている気がしてならない。

そういった視点からすると必ずしも日本が肯定的に捉えられるような内容ではないの

ではないか。番組としては本当にすばらしいと思うが、海外に放送することの意味や

どのような基準で放送することを決めたのか、番組の背景にある日本の価値観の深層

のような部分に少々疑問を抱いた。 
 

○  この絵本の読み聞かせのプログラムを通じて自分を省みるきっかけを提供している

ということで、今回は受刑者が対象だが、見ている中で自分自身にも何か訴え掛けて

くるようなものがあった。受刑者の人たちと自分自身を別ものと考えがちだが、自分

も絵本を読んで過去のことなどを確かに振り返ることがある。私自身にもメッセージ

が当てはまるような気がして、よい番組だと感動した。また、こうした受刑者の社会

復帰に関しては、やはり社会に出てからも差別や社会的、経済的な安定が得られない

などの苦しみが待っていて、実は社会に出てからのほうがより残酷だったりする。美

談で終わらせず、そういった部分もきちんと描かれていて、私たちに何ができるのか、

社会復帰に取り組んでいる人たちを孤立させず、どうにかして社会やコミュニティー

の中に巻き込んでいかないといけないと気付かせてくれる内容だった。一方でこのプ

ログラムを主催している人がなぜこのプログラムに取り組もうと思ったのか気になっ

た。今回は女性の受刑者の話だったが、男性の受刑者を対象にした取り組みも行われ

ているのかも気になった。 
 もう１つの「Ａｎａｌｙｓｉｓ： Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ’ ｓｔｒａｔｅｇｙ ｉｎ    ｔｈｅ Ｓｏｕｔｈ Ｃｈｉｎａ Ｓｅａ」だ

が、背景知識を持ち合わせていなかったので、より深くＡＳＥＡＮにおける中国との

向き合い方や、そこに日本がどのように関わっているのかなど、やはり別番組で掘り

下げた形でより深く知りたいと思った。 
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○  「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、私もよい番組だと思った。ストーリーは、感情面も含

めて感じるところが多かった。子供のころ絵本を読んでもらったことがない人は、自

分から読むという発想もなく、こうして絵本に触れることで自分を振り返るきっかけ

になるのだと実感した。英語タイトルになっている、「絵本が“Ｍｉｒｒｏｒ”になる」とい

う側面もよく伝わってきた。英語でこの番組を発信する意味についても、日本の刑務

所はきれいであることなど、日本のよい面として見える部分もあったが、イギリスの

事例と比べて女性だけなのか気になった。また、番組途中でこのプログラム自体の参

加者数やその後どれだけの人が再犯をしなかったかという数字が出てきたが、このよ

うな受刑者が増えているのではないか、といった社会背景について知るための数値に

触れるのも、有益な情報であったのではないか。 
 フィリピンの特集はコンパクトで情報量が多いものの、分かりやすいと思いながら

見た。このトピックに詳しいわけではないので勉強になったが、コメントを読んでい

るだけに聞こえてしまった部分もあった。また例えばナレーションだけではなく、図

示や、関係性などについて何か補足があると分かりやすくもなるのではないかと思った。 
さらに詳しく知りたくなる内容なので、例えばＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのＷＥＢサ

イト上に、同じようなトピックスでほかの情報も追いかけている番組など、次に見て

ほしいというコンテンツへの流入経路や紹介があればさらによいのではないか。 
 

○  「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、クオリティーの高い番組だった。受刑者と更生のプロ

グラムがテーマだが、これはイギリスに学びつつも日本特有の特徴があったと思う。

普遍的な課題であり、特にＮＨＫが民主主義の一翼を担うという方向で内容を強化し

ていくという上で、罪を犯した者が施設に入り、自由を奪われるという罰を受ける一

方、彼らの更生、社会復帰が大事だということを見せる、模範を示すことも必要だ。

海外にも放送すべき内容だと思った。海外モニターのコメントでは、シンガポールの

女性弁護士が、「興味深い内容だった。社会復帰できる可能性があり、それを社会が支

援しているということが見えて、前向きなメッセージとして受け止め、とても明るい

気持ちになった」とコメントしていた。民主主義は決して完全ではなく、日本も完全

ではない中で、社会復帰を促せるようなサポートをしっかり行っていることを見せら

れたことは大事であり、普遍的なテーマについて日本の暗部を見せて追及することは

意味があったと思う。 
番組のタイトルについては、「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」だと、化粧品やファッションの

話ではないかと勘違いしてしまう可能性もあるので、サブタイトルが必要だったと感

じた。海外に発信するときには「更生」や「受刑者」といったことばをタイトルに入

れたほうがよい。そうしないとインターネットで検索してもヒットしない。ぜひサブ

タイトルにも気を付けてテーマを発信してほしい。 
もう１点、今回は心打たれる内容でよかったが、支えているＮＰＯの名称も出てこな

いので、誰が何を行っているのか分からなかった。この更生プログラムをどのように

作っているのか、日本なりのやり方をもう少し説明したほうがよかったと思う。また、

施設の管理者とＮＰＯが、どういった仕組みで運営しているのかという視点をもっと

入れたほうが、また違ったオーディエンスも獲得できると思う。いずれにしても非常

に踏み込んだ内容で、どのように取材したのか気になった。 
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 フィリピンの特集は、アジアの情報を発信したこと、日本が得意とするＡＳＥＡＮ

との関係を簡潔にまとめて出せたことはよかったと思う。特にこの問題については、

例えば ＣＮＡ（Ｃｈａｎｎｅｌ ＮｅｗｓＡｓｉａ）やシンガポールなどは、日本の軍事関係につ

いて軍備拡張・軍備拡大というような論調で取り上げることが多く、少し誤解されて

いる部分もあるので、日本の意図をＡＳＥＡＮの人々と一緒に考えるという視点で伝

えていくことは大事だ。ＮＨＫマニラ支局長が登場したことは独自性があってよかっ

たが、単調で話が響きにくかったところがもったいなかった。また、マルコス大統領

のインタビューはもっと注目を集めるように扱ったほうがよかったのではないか。番

組時間が短ければ、サイトや動画に誘導すればよい。あるいはせめて“Ｌｉｓｔｅｎ ｔｏ    

Ａｒｔｉｃｌｅ”のような機能をサイトに設けてインタビューを聞けるようにするなど、効果

的な発信方法もあると思った。 
 

○  まず「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」だが、刑務所内で、このような絵本を活用したプログ

ラムがあることは全く知らなかったので勉強になった。同時に女性受刑者たちの複雑

な家庭環境を知り、複雑な気持ちになった。受刑者の更生をいかに促していくか、あ

るいは受刑者と家族、そして子どもとの関係や絆をどのようにつなぎとめていくかと

いうのは大変難しく、デリケートな問題だ。その処方箋の１つとして、絵本を活用す

るという方法は新鮮で示唆的だった。もし絵本プログラム以外に行われている更生プ

ログラムがあれば、短い時間でも併せて紹介することで、更生の促進策における絵本

プログラムの位置づけや意義がより明瞭になったのではないか。受刑者の更生という

のは世界各国が抱えている普遍的な問題でもあるので、日本の実例を国際発信したこ

と自体、意義深いものだ。ぜひ海外視聴者の反応や受け止めについて聞かせてほしい。

いずれにしても、刑務所内での長期の密着取材が許されたのは、ひとえにＮＨＫに対

する信頼の証しだと思う。結果として貴重で実践的な価値ある記録になった点を高く

評価したい。一方で、この番組では絵本プログラムが受刑者の社会復帰に向けた準備

過程として有効な役割を果たしていることが示唆されているが、出所後にも課題があ

ることを逆に浮き彫りにしているように感じた。海外の視聴者の中には、例えば出所

者のための受け皿や伴走者のような、社会復帰を支える日本の仕組みについて関心を

向ける人もいるのではないか。絵本プログラムを通してせっかく見つけ出したＭｉｒｒｏｒ、

鏡というものが再び見失われてしまうのでないかという危惧とも関わる問題だ。今回

の番組を制作する中で、こういった社会復帰を支える日本の仕組みについても議論さ

れたのかどうか伺いたい。 
 次にフィリピンの特集だが、日本ではあまり報道されていない日本の隣国フィリピ

ンを巡る安全保障環境に光を当て、マルコス大統領のインタビューも含めて最近のフ

ィリピンの対中国政策を紹介した、意義ある番組だと思った。ご承知のように中国と

いうのはフィリピンにとって重要な貿易相手国でもあり、昨年１１月にマルコス大統

領が習近平国家主席と会談したが、フィリピン側としても緊張緩和を模索するという

動きをしている。他方で最近の両国関係は南シナ海問題を巡り、かなり緊張度が高ま

っていて、今回の特集ではアメリカだけではなく、日本がフィリピンへの軍事支援を

強めていく背景や状況がコンパクトに説明されていた。中国側の立場やフィリピンと

中国の関係というものがもう少し多面的に紹介されていると、視聴者が南シナ海を巡

る国際関係について、より深く理解する一助になるのではないかと感じた。 
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（ＮＨＫ側） 「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」は、昨年7月、ＥＴＶ特集で５９分番組として

放送したものを５０分に再編集し、英語化した番組だ。私自身、国内での

放送を見て、受刑者の心の変遷、内面がよくわかる内容に感銘を受けた。

また、今回のモデルになった英国の刑務所のプログラムとくらべ、日本の

プログラムは、受刑者同士の絵本の読み合い、つまり絵本に自分を投影し

ていろいろなことを考えさせるというところに重きを置いていると聞い

ており、そのプロセスもよく撮れていた。またこの更生プログラムを経て

現実社会に戻っていく過程も追いかけており、その中で向かい合うべき課

題といったものも描いている。そうした内容も含め、受刑者の更生は世界

的な課題であり、この番組がその一助となるのではないかという思いで、

国際発信したいと考えた。海外の視聴者モニターからは「薬物などの犯罪

をした人たちに、私たちが何かできるということに気づかせてくれた」「彼

らがたくさんの愛情を持って扱われ、どれだけ変わろうとしているのか見

守っている社会があることがわかった」といった感想が寄せられ、伝えた

かったことの一端は届いていると感じている。英語のタイトルに関してだ

が、どの番組も英語タイトルをどうつけるか悩ましい。日本語版では「塀

の中で手にした鏡」となっており、「塀の中」ということばで受刑者の話

であることが明瞭にわかるタイトルだった。海外展開の勉強会などではタ

イトルは短く「何だろう？」と思わせるものがよいといわれるので、今回

も日本語版のキーワードである「鏡」を入れて「Ｆｉｎｄｉｎｇ Ｍｙ Ｍｉｒｒｏｒ」と

し、どういうことかという疑問が興味につながるようにした。また、   

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのサイトでは、タイトルの下に必ず短い内容

説明文が入るので、受刑者の話だと理解してもらえると思い、タイトルを

短くするのを優先した。しかし、委員のみなさんのご指摘を聞き、もうひ

と工夫できたかもしれないと反省した。一方で、エジプトの４０代男性の

番組モニターからは「タイトルは巧みだった」という意見が寄せられ、タ

イトルの意味を不思議に思いながら見ていたが、番組の途中で「ああ、こ

ういう意味だったのか」と合点したようだ。そうした見方があったことも

お伝えしたい。 
 

（ＮＨＫ側） 皆さんからご指摘いただいた「なぜ母親だけなのか」という点は、私も

制作するうえでまず疑問に思ったところだった。尋ねたところ、実はこの

刑務所でも、男性を対象にしたプログラムを開発しようとしているとのこ

とだったが、今回の取材時点では女性を対象にしたプログラムしかなかっ

た。刑務所では出所後の女性たちの孤立が悩ましい課題となっており、ま

ずそこから着手したということだと思う。番組では、コメントなどでこと

さら「母親」を強調し過ぎないよう、配慮したつもりだ。また、イギリス

との違いについては、実はイギリスのプログラムは「子どもの権利」を守

るという考えで始まったものだと聞いている。日本のプログラムは、むし

ろ受刑者の再犯者率が高いということで「どのようにして受刑者の出所後
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を支えていくか」といった視点に変えて掘り下げ、そのプロセスを大事に

している。 
  次に、「出所後にも課題があることを逆に浮き彫りにしているように感

じた」という意見があったが、私たちも絵本のプログラムの効果を感じた

一方で、それだけでは元受刑者たちの自立を支えることが難しいであろう

厳しい現実を目の当たりにすることとなった。元々、家族関係が希薄だっ

たり、伴走者がいない状態でポンと社会に放り出されたりする人も少なく

なく、その点を、今後どのように支えていくのかが課題だ。実は、この番

組は地方局の短い企画から始まっており、その企画をどんどん育てて  

ＥＴＶ特集として放送し、さらに国際発信をしたものだ。制作にあたった

ディレクターたちは、社会がどういった受け皿を作っていくべきなのかを

考え続けている。次の取材につなげていきたい。 
  主宰者がなぜこの取り組みを始めたのかについては、プログラムの開発

の主体は取り上げた刑務所だ。この刑務所がイギリスのプログラムを参考

に提案をして、ほかの福祉施設等で絵本の読み合いを行っていた村中教授

に声を掛けたと聞いている。その辺りの背景や社会全体の背景などが、少

し情緒的で分かりづらかったという指摘があり、参考になったので今後に

生かしたいと思う。 
  刑務所の中で、どうして長期間の密着取材ができたのかについては、や

はりローカルの山口局や広島局が、短いニュース企画から始めて信頼関係

を作り、少しずつ広げていっているのが大きいと思う。また、刑務所の中

での密着はこれまでＮＨＫでもあったと思うが、出所後についてもこれだ

け取材ができたのは、もともと福祉や女性の孤立、貧困といったテーマを

取材してきたディレクターたちが、出所後も文通を続けて女性たちとつな

がり、丁寧に少しずつ信頼関係を築いて全国版、国際版へと進めていった

からではないかと思っている。 
 

（ＮＨＫ側） 南シナ海の問題、特に中国の台頭をどのように受け止めればよいかにつ

いてはいろいろな切り口があるが、今回は日本とＡＳＥＡＮの特別首脳会

議が日本で行われ、来日したマルコス大統領に単独インタビューができる

ということで、フィリピンにフォーカスする形で取り上げた。この特集は、

２７分ある「ＮＥＷＳＲＯＯＭ ＴＯＫＹＯ」の特集として、比較的時間を割い

て取り上げたほうだが、ご指摘のとおり「これも知りたい。あれも知りた

い」と疑問に思っている人たちの声をどう受け止めるのかは、われわれの

永遠の課題になっている。ご指摘を聞きながら、日本の立ち位置や中国側

のそもそもの狙いは何なのかといった点について、もう少し特集の時間を

取り、日本とＡＳＥＡＮが接近しようとする意図やこの会議の趣旨、狙いに

対し中国側はどのように受け止めているのかといった内容を、例えば北京

からの中継を交えて入れ込むという選択肢もあったのではと、思った。ま

た、より深く知りたい人にどのように対応するかについて、インターネッ

トで時折、例えば南シナ海のニュースが増えてきた際に「Ｓｏｕｔｈ Ｃｈｉｎａ  

Ｓｅａ」というまとめページ作って、そこへ誘導するためのＱＲコードを放送
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画面に載せたりすることがある。今回はできなかったが、もっと頻繁にそ

うした手法を使えるようにしていきたいと改めて思った。また、マルコス

大統領のインタビューはほぼ全文をインターネットに掲載しているので、

テレビとインターネットをつなげる工夫をもっと行っていく必要性もあ

ると考えている。支局の記者の読みについては、日々鍛錬しているのだが、

なかなか届かないところがあり、ネイティブではない日本人がいかに英語

で説得力を持って話せるのか、これからも個々に精進していかなければい

けないと思っている。いずれにしても多面的な報道が必要で、この１０分

間の特集に限らず、これまでもフィリピンの漁業関係者の話や、あるいは

中国大陸側で民兵的な動きをする船が出航する拠点に特派員が潜入取材

を試みるなど、いろいろな側面から南シナ海の問題を取り上げてきている。

そういった報道をこのような企画の放送の機会に、一覧性よく視聴者へ提

示していくことも含めて、これからもいろいろ考えていきたい。 


